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近
代
俳
句
を
代
表
す
る
俳
人
飯
田
蛇だ

笏こ
つ
（
一

八
八
五
～
一
九
六
二
　
本
名
飯
田
武た
け

治は
る

　
笛

吹
市
境
川
町
生
ま
れ
）
が
亡
く
な
り
五
十
年
目

を
迎
え
る
本
年
、
改
め
て
そ
の
足
跡
を
ふ
り
返

り
、
今
日
も
な
お
多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ

て
い
る
作
品
の
魅
力
に
光
を
あ
て
て
い
く
。

　
蛇
笏
は
、
山
梨
県
立
尋
常
中
学
校
中
退
後
、

十
九
歳
で
上
京
、
京
北
中
学
校
を
経
て
早
稲
田

大
学
に
入
学
し
た
。
当
初
、
新
体
詩
や
小
説
を

「
文
庫
」「
新
声
」
に
盛
ん
に
投
稿
し
た
が
、
や

が
て
本
格
的
に
俳
句
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な

る
。
高
浜
虚
子
が
主
宰
す
る
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
の
句
会
に
参
加
し
て
頭
角
を
現
す
が
、
小

説
へ
専
念
す
る
と
い
う
虚
子
の
宣
言
と
機
を

一
に
し
て
、
大
学
を
退
学
し
帰
郷
、
生
活
の
基

盤
を
郷
里
境
川
村
に
定
め
た
。
大
正
期
に
入
っ

て
虚
子
が
俳
壇
へ
復
帰
す
る
と
、
再
び
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
で
虚
子
の
選
を
仰
ぎ
、「
芋
の
露
連
山

影
を
正
う
す
」
を
は
じ
め
と
す
る
初
期
の
代
表

作
を
次
々
と
発
表
し
、
注
目
を
集
め
た
。

　
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
は
、
愛
知
県
で

創
刊
さ
れ
た
俳
句
雑
誌
「
キ
ラ
ゝ
」
の
投
稿
欄

の
選
者
に
迎
え
ら
れ
、数
年
を
経
て
蛇
笏
は「
キ

ラ
ゝ
」
の
主
宰
者
と
な
り
、
誌
名
を
「
雲う
ん

母も

」

と
改
題
、「
雲
母
」
は
蛇
笏
の
活
動
の
舞
台
の
中

心
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
に
第
一
句
集
『
山さ
ん

廬ろ

集し
ゅ
う』
を
刊
行
、
俳
壇
に

確
固
と
し
た
地
位
を
築
く
と
と
も
に
、
随
筆
や

評
論
に
も
活
躍
し
た
。
蛇
笏
の
元
に
は
多
く
の

門
弟
が
集
ま
る
一
方
、
若
山
牧
水
、
芥
川
龍
之

介
、
詩
人
の
三
好
達
治
、
画
家
の
岸
田
劉
生
な

ど
、多
彩
な
人
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
昭
和
十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
前
半
に

は
、
次
男
の
病
死
、
戦
地
に
赴
い
た
長
男
・
三

男
の
死
、
戦
争
に
よ
る
「
雲
母
」
の
休
刊
と
、

苦
難
の
時
期
が
続
い
た
が
、
一
九
四
六
（
昭
和

二
十
一
）
年
に
「
雲
母
」
を
復
刊
し
た
。
六
十

代
を
迎
え
た
蛇
笏
の
作
品
は
、
悲
傷
を
越
え
て

充
実
期
を
迎
え
、
最
晩
年
に
至
る
ま
で
衰
え
る

こ
と
の
な
い
創
作
意
欲
を
示
し
た
。
蛇
笏
の
俳

句
は
、「
峻
厳
」｢

高
雅
」
な
ど
と
評
さ
れ
、
屹

立
す
る
高
峰
に
喩
え
ら
れ
る
。「
く
ろ
が
ね
の
」

「
芋
の
露
」
の
ほ
か
「
を
り
と
り
て
は
ら
り
と
お

も
き
す
す
き
か
な
」「
冬
瀧
の
き
け
ば
相
つ
ぐ
こ

だ
ま
か
な
」
な
ど
の
代
表
作
は
、
近
代
俳
句
史

に
残
る
名
句
と
し
て
今
日
ま
で
愛
誦
さ
れ
続

け
て
い
る
。

　
本
展
で
は
、
当
館
の
収
集
し
て
き
た
蛇
笏
の

直
筆
の
原
稿
、
書
画
、
書
簡
、
関
係
著
作
、
写

真
な
ど
約
百
二
十
点
を
展
示
す
る
。

主
催
　
山
梨
県
立
文
学
館

共
催
　
山
梨
日
日
新
聞
社

　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

後
援
　
笛
吹
市
・
笛
吹
市
教
育
委
員
会
・
角
川
学
芸

出
版
・
角
川
文
化
振
興
財
団
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
・

山
梨
放
送
・
テ
レ
ビ
山
梨
・
テ
レ
ビ
朝
日
甲

府
支
局
・
朝
日
新
聞
甲
府
総
局
・
毎
日
新
聞

甲
府
支
局
・
読
売
新
聞
甲
府
支
局
・
産
経
新

聞
社
甲
府
支
局
・
共
同
通
信
社
甲
府
支
局
・
時

事
通
信
社
甲
府
支
局
・
山
梨
新
報
社
・
エ
フ

エ
ム
富
士
・
エ
フ
エ
ム
甲
府
・
日
本
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

関
連
企
画

※
当
館
ま
で
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
い
ず
れ
も
参
加
無
料
。
講
座
に
つ
い
て
は
す
で

に
年
間
文
学
講
座
３
に
お
申
し
込
み
の
方
は
新
た

な
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
講
演
会

宇
多
喜
代
子
（
俳
人
）

「
裏
口
に
展ひ
ろ

が
る
世
界
」

九
月
三
十
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

定
員
五
〇
〇
名
　
講
堂

○
鼎
談

　
淺
井
一
志
（
俳
人
）

　
和
田
知
子
（
俳
人
）

　
廣
瀬
町
子
（
俳
人
）

　「
飯
田
蛇
笏
を
語
る
」

十
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時   

定
員
一
五
〇
名
　
研
修
室

○
文
学
講
座
（
年
間
文
学
講
座
３
）

高
室
有
子
（
当
館
学
芸
員
）

「
山
廬
を
訪
れ
た
人
々
　
―
飯
田
蛇
笏
を
め

ぐ
る
文
人
た
ち
―
」

十
一
月
一
日
（
木
）
午
後
二
時
～
三
時
十
分   

定
員
一
五
〇
名
　
研
修
室

山
梨
県
立
文
学
館
館報
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大
き
な
親
ご
こ
ろ
 

廣
瀬
町
子 

２

特
設
展
　
資
料
紹
介

「
歿
後
五
十
年
　
飯
田
蛇
笏
展
」
 

３

閲
覧
室
よ
り
・
寄
贈
資
料
よ
り
 

４

「
文
学
館
至
宝
展
」
展
示
資
料
よ
り
・

　
館
か
ら
の
ご
案
内
 

５

資
料
紹
介
　
芥
川
龍
之
介
　
久
米
正
雄
宛
葉
書
、

芥
川
龍
之
介
・
久
米
正
雄
　
野
口
真
造
宛
葉

書
、
『
近
代
日
本
文
藝
読
本
』
縁
起
・
序
・

凡
例
原
稿
ほ
か
 

６
・
７

館
の
日
誌
　
利
用
の
ご
案
内
 

８

特
設
展

歿
後
五
十
年
　
飯
田
蛇
笏
展

　
　
　
　
　
　
　
く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
九
日（
土
）〜
十
一
月
二
十
五
日（
日
）

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
、
自
宅
で藤

川
二
郎
撮
影
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昭
和
二
十
八
年
、
地
元
の
山
梨
中
央
銀
行
に

入
行
し
て
間
も
な
く
、
職
場
の
上
司
か
ら
、
山

へ
登
り
た
い
な
ら
俳
句
も
作
る
よ
う
に
、
と
す

す
め
ら
れ
て
ま
だ
あ
い
ま
い
な
気
持
で
い
た

と
き
に
、
た
ま
た
ま
銀
行
合
同
句
会
が
主
催
し

た
文
化
講
演
会
で
お
聞
き
し
た
の
が
飯
田
蛇

笏
先
生
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　
壇
上
に
立
た
れ
た
先
生
の
凛
と
し
た
姿
勢
、

時
々
き
ら
り
と
光
る
眼
、
す
こ
し
高
め
の
声
、

俳
句
に
向
か
わ
れ
る
真
摯
な
情
熱
に
、
只
引
き

込
ま
れ
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
れ
は
理
屈

で
は
な
く
身
の
内
を
何
か
が
走
り
抜
け
て
い

く
よ
う
な
衝
撃
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　
祖
父
た
ち
の
や
っ
て
い
た
発
句
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
た
の
も
、
銀
行
の
ス
ト
ラ

イ
キ
と
い
う
過
激
な
事
態
を
経
験
し
た
後
の

む
な
し
さ
を
埋
め
て
く
れ
た
の
も
、
こ
の
出
会

い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
い
ま
、
し
み
じ
み
と

思
い
出
す
。

　
こ
の
頃
、
蛇
笏
先
生
が
主
宰
す
る
「
雲
母
」

は
そ
の
編
集
を
飯
田
龍
太
、
石
原
八
束
と
い
う

若
い
世
代
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
「
雲
母
」

は
ま
さ
に
戦
後
の
充
実
の
時
を
迎
え
て
い
た
。

甲
府
在
住
の
二
十
代
を
中
心
に
誕
生
し
た
「
こ

だ
ま
俳
句
鑑
賞
会
」
は
折
か
ら
発
表
さ
れ
た

　
　
炎
天
を
槍
の
ご
と
く
に
涼
気
す
ぐ

 

蛇
　
笏

　
　
春
の
鳶
寄
り
わ
か
れ
て
は
高
み
つ
つ

 

龍
　
太

な
ど
、
そ
の
思
い
切
っ
た
表
現
に
興
奮
し
、
抒

情
ゆ
た
か
な
格
調
高
い
リ
ズ
ム
を
口
ず
さ
ん

で
は
、
お
互
い
の
思
い
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
い
る

仲
間
の
中
で
、
私
も
又
い
つ
か
俳
句
に
の
め
り

込
み
、
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
い
っ
た
。

　
蛇
笏
先
生
命
名
の
女
性
だ
け
の
句
会
「
若
菜

会
」
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
、
指
導
に
来

て
下
さ
っ
た
先
生
の
、
ス
ー
ツ
に
中
折
れ
帽
を

被
り
ス
テ
ッ
キ
を
持
つ
ダ
ン
デ
ィ
な
姿
が
な

つ
か
し
い
。

　
こ
と
に
身
に
沁
み
て
い
る
思
い
出
に
触
れ

た
い
。

　
昭
和
三
十
三
年
、
廣
瀬
直
人
と
の
結
婚
の
報

告
に
山
廬
へ
伺
っ
た
折
の
こ
と
。
主
人
は
龍
太

先
生
と
編
集
の
打
合
せ
が
あ
り
、
私
は
蛇
笏
先

生
ご
夫
妻
と
し
ば
ら
く
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
父
を
亡
く
し
た
ば
か
り
の
弟
が
、
ご

長
男
鵬
生
氏
の
過
ご
さ
れ
た
大
学
に
入
学
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
弟
の
様
子
を
気
遣
っ
て
下

さ
っ
た
。
先
生
は
こ
と
ば
少
な
に
頷
き
、
菊
乃

夫
人
は
私
の
両
の
手
を
取
っ
て
握
り
し
め
な

が
ら
「
うヽ
ヽ

ヽ
ち
っ
きヽ
りヽ
だ
か
ら
ね
。
何
で
も
相
談

し
な
さ
い
よ
。
頑
張
り
な
さ
い
ね
」
と
励
ま
し

て
下
さ
っ
た
あ
の
ふ
っ
く
ら
と
柔
い
手
の
感

触
も
忘
れ
難
い
。

　
最
後
に
蛇
笏
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
の

は
、長
男
を
連
れ
て
お
見
舞
い
に
伺
っ
た
時
で
、

す
で
に
病
床
に
臥
し
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
の
時

は
小
康
を
得
ら
れ
て
床
に
起
き
て
私
達
を
迎

え
て
下
さ
っ
た
。
龍
太
先
生
の
ご
子
息
二
人
は

少
し
お
兄
さ
ん
格
、
長
男
は
弟
分
と
い
う
こ
と

で
大
層
歓
迎
し
て
下
さ
り
、
た
ち
ま
ち
蛇
笏
先

生
の
周
り
を
飛
び
廻
る
の
で
は
ら
は
ら
し
て

い
た
が
、
先
生
は
「
い
い
よ
、
い
い
よ
、
子
ど

も
は
元
気
な
の
が
一
番
い
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
柔
和
な
笑
顔
で
子
供
達
を
じ
っ
と
見
て
お

ら
れ
た
が
、
目
尻
に
涙
を
溜
め
何
か
遠
く
を
み

て
お
ら
れ
る
ふ
う
で
、
い
ま
思
う
と
ご
自
身
の

亡
く
さ
れ
た
お
子
様
の
ひ
と
り
ひ
と
り
を
思

い
浮
べ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
胸
が

詰
ま
る
。「
し
ば
ら
く
は
育
児
に
専
念
し
な
さ

い
、
だ
け
ど
俳
句
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
温
い
声
も
耳
元
に
あ
る
。

　
私
に
と
っ
て
真
実
父
の
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た
が
、
考
え
て
み
る
と
先
生
は
、
大
き
な

親
心
で
誰
彼
の
区
別
な
く
、
し
ぜ
ん
な
姿
で
す

べ
て
を
包
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
、
そ
の

存
在
の
大
き
さ
に
あ
ら
た
め
て
思
い
至
る
。

　
先
生
の
最
後
の
句
集
「
椿
花
集
」
に
は

　
　
地
に
近
く
咲
き
て
椿
の
花
お
ち
ず

　
　
秋
た
つ
と
き
け
ば
き
か
る
る
山
の
音

　
　
い
ち
早
く
日
暮
る
る
蟬
の
鳴
き
に
け
り

　
　
竹
落
葉
午
後
の
日
幽
ら
み
そ
め
に
け
り

　
　
ゆ
く
水
に
紅
葉
を
い
そ
ぐ
山
祠

な
ど
、
あ
ま
た
の
悲
喜
を
内
奥
に
沈
め
、
一
筋

に
貫
か
れ
た
強
い
精
神
力
で
格
調
高
く
詠
い

上
げ
た
粒
選
り
の
作
品
が
並
ぶ
。
今
の
私
に

と
っ
て
何
よ
り
も
心
安
ら
ぐ
清
澄
の
詩
情
。
自

然
も
人
事
も
混
沌
の
現
代
だ
か
ら
こ
そ
求
め

ら
れ
る
本
来
の
俳
句
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
山
中
の
螢
を
呼
び
て
知
己
と
な
す

 

蛇
　
笏

　
そ
の
片
隅
に
加
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
希

い
つ
つ
。 

（
俳
人
）
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◇
飯
田
蛇
笏
『
雪
峡
』
草
稿

　

蛇
笏
の
第
七
句
集
『
雪
峡
』
の
草
稿
。『
雪

峡
』
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
十
二
月
、

創
元
社
刊
行
。
一
九
四
七
年
春
か
ら
一
九
五
一

年
冬
ま
で
の
五
百
三
十
九
句
を
収
録
。

　

前
半
に
は
、
戦
争
に
よ
る
逆
縁
に
見
舞
わ
れ

た
悲
痛
な
思
い
を
こ
め
た
作
品
が
並
ぶ
。
一
九

四
七
年
秋
、
長
男
聡
一
郎
（
俳
号　

鵬ほ
う

生せ
い

）
の

戦
死
公
報
（
一
九
四
四
年
十
二
月
、
レ
イ
テ
島

で
戦
死
）
に
接
し
た
際
の
作
、

　
　

戦
死
報
秋
の
日
く
れ
て
き
た
り
け
り

を
始
め
と
す
る
「
鵬
生
抄
」
と
題
し
た
十
四
句

や
、
翌
一
九
四
八
年
二
月
、
三
男
麗
三
の
外
蒙

古
で
の
戦
病
死
の
公
報
を
受
け
て
の
作
、

　
　

春
雪
に
子
の
死
あ
ひ
つ
ぐ
朝
の
燭

な
ど
で
あ
る
。

　

一
方
、
戦
後
、
東
京
・
大
阪
な
ど
各
地
で
開

か
れ
た
句
会
出
席
の
た
め
の
精
力
的
な
旅
行

吟
も
多
い
。一
九
五
〇
年
の
春
と
夏
の
部
に
は
、

約
一
ヶ
月
に
及
ぶ
北
海
道
旅
行
で
の
二
十
一

句
「
北ほ
っ
ぽ
う方
羇き

旅り
ょ

の
諷
詠
」
を
春
と
夏
に
分
け
て

収
録
。
一
九
四
五
年
の
五
月
か
ら
休
刊
し
て
い

た
主
宰
誌
「
雲
母
」
は
、
終
戦
の
翌
年
三
月
に

東
京
で
復
刊
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
四
月
に
よ

う
や
く
、
発
行
所
を
元
の
飯
田
家
に
戻
し
た
。

跡
取
り
と
な
っ
た
四
男
龍
太
が
雑
誌
の
編
集

を
引
き
継
ぎ
、「
雲
母
」
が
新
た
な
歩
み
を
固
め

た
頃
の
北
海
道
旅
行
で
あ
っ
た
。
句
集『
雪
峡
』

に
は
、
戦
後
の
悲
傷
と
と
も
に
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
い
こ
う
と
す
る
蛇
笏
の
力
強
い
足
跡

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

草
稿
は
二
十
字
×
二
十
行
の
原
稿
用
紙
（
Ａ

４
判
）。
青
イ
ン
ク
に
よ
る
本
文
に
、
赤
イ
ン

ク
・
朱
墨
に
よ
る
補
筆
が
あ
る
。
表
紙
の
ほ
か

四
十
六
枚
の
草
稿
を
右
側
に
二
カ
所
こ
よ
り

綴
じ
し
、
後
ろ
に
目
次
三
枚
、
後
記
二
枚
の
草

稿
を
加
え
て
再
度
、
右
肩
一
穴
を
こ
よ
り
で
一

冊
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

本
文
に
は
、
句
の
配
列
の
移
動
を
指
示
す
る

矢
印
や
、
削
除
や
追
加
の
跡
が
多
く
、
完
成
稿

ま
で
に
は
さ
ら
に
、推
敲
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

漢
字
・
ひ
ら
が
な
表
記
に
も
、
句
集
と
比
べ
る

と
異
同
が
多
い
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
表
紙
（
写
真
）
で
、「
秋

雪
」「
朝
餐
祈
祷
」「
月
光
集
」「
暁
霧
港
」「
句

集　

稿
本
寒
蝉
」「
丘
の
石
廊
」「
白
昼
」「
魚

心
」
と
、
句
集
名
の
候
補
と
思
わ
れ
る
語
が
並

び
、
す
べ
て
削
除
の
跡
が
あ
る
。
収
録
対
象
の

年
と
句
数
を
記
し
た
後
、
左
隅
に
「
雪
峡
」
と

大
き
く
書
き
四
角
で
囲
っ
て
い
る
。
左
下
に
は

「
昭
和
二
十
六
年
九
月
十
五
日
」
の
日
付
が
あ

る
。
句
集
名
決
定
ま
で
の
変
遷
を
思
わ
せ
る
。

　

本
句
集
の
後
記
に
蛇
笏
は
『
雪
峡
』
の
題
名

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
四
時
白
雲
が
去
来
す
る
わ
が
生
活
環
境
は
、

文
字
通
り
の
山
峡
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
山
峡

が
白
皚
々
た
る
雪
に
う
ず
も
れ
た
と
き
は
、
い

ま
の
わ
た
く
し
の
こ
こ
ろ
に
一
段
と
ぴ
っ
た

り
す
る
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
然
う
名
づ

け
た
の
で
あ
る
。」

◇
飯
田
蛇
笏
「
た
ま
し
ひ
の
静
か
に
う
つ
る
　

菊
見
哉
」
額
装

　

こ
の
句
の
初
出
は
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
九
一

五
（
大
正
四
）
年
十
二
月
号
、
高
浜
虚
子
選
雑

詠
欄
。
初
出
形
は
「
た
ま
し
い
の
し
づ
か
に
う

つ
る
菊
見
か
な
」。
第
一
句
集
『
山
廬
集
』
で
は

「
た
ま
し
ひ
」と
改
め
ら
れ
た
表
記
で
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
雑
詠
欄
は
、
蛇

笏
の
ほ
か
村
上
鬼
城
・
原
石
鼎
・
渡
辺
水
巴
・

前
田
普
羅
ら
が
巻
頭
作
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
。こ
の
句
の
掲
載
時
の
雑
詠
欄
の
巻
頭
は
、

村
上
鬼
城
「
秋
風
や
よ
ご
れ
て
歩
行
く
盲
犬
」

な
ど
二
十
句
。
次
席
が
原
石
鼎
「
芭
蕉
高
し
雁

列
に
日
の
あ
り
ど
こ
ろ
」
ほ
か
二
十
句
で
、
蛇

笏
は
続
く
第
三
席
。
十
七
句
中
の
末
尾
に
「
た

ま
し
い
の
し
づ
か
に
う
つ
る
菊
見
か
な
」
が
採

録
さ
れ
た
。
蛇
笏
は
こ
の
句
に
つ
い
て
「
自
選

自
註
五
十
句
抄
」（「
現
代
俳
句
」
一
九
五
一
年

一
月
号
掲
載
）
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
ｋ
―
市
に
偶
々
菊
の
会
が
あ
り
、そ
れ
を
一

見
し
た
。
鑑
賞
者
が
寥
々
た
る
も
の
で
菊
は
素

晴
し
か
っ
た
。
脚
の
反
射
運
動
と
絶
縁
し
た
鑑

賞
の
た
ま
し
い
の
み
が
静
か
に
移
動
し
て

い
っ
た
。
こ
の
「
か
な
」
は
金
輪
際
尊
重
し
た

お
ぼ
え
で
あ
る
。」

　

な
お
、
こ
の
書
額
は
、
井
伏
�
二
旧
蔵
の
も

の
で
、
今
回
初
公
開
と
な
る
。

（
学
芸
課　

高
室
有
子
）

■
特
設
展
　
資
料
紹
介

　
歿
後
五
十
年
　
飯
田
蛇
笏
展

く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り
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同
じ
日
の
方
は
い
ま
す
か
？

　
閲
覧
室
に
は
、
時
々
、
小
さ
な
コ
ー
ナ
ー
が

現
れ
ま
す
。

　
そ
の
コ
ー
ナ
ー
は
可
動
式
の
長
机
を
二
つ

並
べ
て
作
り
ま
す
。場
所
は
、受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

の
す
ぐ
そ
ば
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
閲
覧

室
の
入
口
に
立
つ
と
、
真
っ
先
に
目
に
入
り
ま

す
。
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
こ
ち
ら
で
は
「
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん

だ
資
料
紹
介
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
り
上
げ

る
の
は
、
山
梨
県
出
身
、
ま
た
は
ゆ
か
り
の
文

学
者
た
ち
で
す
。
文
学
者
自
身
や
作
品
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
誕
生
日

に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
前
後
三
週
間
程
の
期
間
だ

け
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　「
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介
」

で
は
、
生
涯
を
つ
づ
っ
た
本
や
作
品
集
な
ど
、

関
連
す
る
図
書
や
雑
誌
を
二
十
五
点
ほ
ど
紹

介
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
ま
ず
、
四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け

て
、作
家
の
木き

ぎ々

高た
か

太た

郎ろ
う

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
木
々
高
太
郎
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）

年
五
月
六
日
、
現
在
の
甲
府
市
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
は
、『
人
生

の
阿
呆
』で
第
四
回
直
木
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

山
梨
県
出
身
者
で
初
の
受
賞
で
す
。
探
偵
小
説

家
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
本
名
の
林
髞た
か
しで
大
脳

生
理
学
者
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。
紹
介
資

料
に
は
、
直
木
賞
受
賞
作
『
人
生
の
阿
呆
』
な

ど
の
探
偵
小
説
、
編
集
者
と
し
て
加
わ
っ
た
探

偵
小
説
雑
誌
「
シ
ュ
ピ
オ
」
の
直
木
賞
記
念
号

や
、
林
髞
の
著
作
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

『
頭
の
よ
く
な
る
本
』
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
六
月
は
作
家
・
太
宰
治
で
す
。

　
太
宰
治
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
六

月
十
九
日
、
青
森
県
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
六
月

十
九
日
は
、
太
宰
治
の
忌
日
「
桜
桃
忌
」
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
山
梨
と
は
ゆ
か
り
が
深
く
、

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
は
御
坂
峠
の
天

下
茶
屋
に
滞
在
し
、
の
ち
に
、
甲
府
の
石
原
美

知
子
と
結
婚
、
新
婚
時
代
や
疎
開
期
を
甲
府
で

過
ご
し
ま
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
富
嶽
百

景
」
や
「
新
樹
の
言
葉
」「
美
少
女
」
な
ど
、山

梨
が
登
場
す
る
作
品
を
収
録
し
た
初
版
本
（
復

刻
版
）
を
並
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
続
い
て

映
画
化
さ
れ
た
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
な
ど
も
紹

介
し
ま
し
た
。

　
七
月
は
、
俳
人
・
飯
田
龍
太
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　
飯
田
龍
太
は
戦
後
を
代
表
す
る
俳
人
の
一

人
で
す
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
十
日
、

現
在
の
笛
吹
市
境
川
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父

で
俳
人
の
飯
田
蛇
笏
が
主
宰
し
た
俳
句
雑
誌

「
雲
母
」
を
引
き
継
ぎ
、九
百
号
ま
で
発
行
を
続

け
ま
し
た
。
最
初
の
句
集
『
百ひ
ゃ
っ
こ戸
の
谿た
に

』、読
売

文
学
賞
を
受
賞
し
た
句
集
『
忘ぼ
う
お
ん音
』
の
限
定
特

装
本
、「
雲
母
」
の
終
刊
号
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
九
月
十
二
日
か
ら
、
作
家
・
�
邦

生
の
資
料
紹
介
が
始
ま
り
ま
す
。

　
�
邦
生
は
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
九
月

二
十
四
日
に
東
京
で
生
ま
れ
ま
し
た
。父
が
旧・

春
日
居
町
の
出
身
で
、
�
邦
生
の
本
籍
地
は
山

梨
県
で
す
。
期
間
中
は
、
父
の
死
を
契
機
に
山

梨
で
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
た
「
銀
杏
散
り
や
ま

ず
」
な
ど
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
こ
れ
か
ら
、歌
人・山
崎
方ほ
う

代だ
い
（
十

一
月
一
日
生
ま
れ
）、
作
家
・
檀
一
雄
（
二
月
三

日
生
ま
れ
）、
作
家
・
芥
川
龍
之
介
（
三
月
一
日

生
ま
れ
）を
順
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。コ
ー

ナ
ー
に
ど
ん
な
資
料
が
並
ぶ
か
、
楽
し
み
に
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
ご
紹
介
し
た
文
学
者
た
ち

と
、
誕
生
日
が
同
じ
だ
っ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。
誕
生
日
を
知
っ
て
、
文
学
者
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
印
象
を
受
け
ら
れ

た
り
し
ま
し
た
か
。
も
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
文
学
者
に
親
近
感
や
興
味
を
抱
き
、
さ
ら

に
、
文
学
館
の
閲
覧
室
や
展
示
室
で
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

（
資
料
情
報
課
　
小
林
幸
代
）

［
寄
贈
資
料
よ
り
］（
平
成
二
十
四
年
五
月
～
七
月
）

○
牛
田
守
彦
氏
よ
り「
太
宰
治
の
疎
開
お
よ
び
空
襲
体

験
」
抜
き
刷
り
一
点
。

○
花
里
鬼
童
氏
よ
り
秋
田
雨
雀
書
簡
一
点
、図
書
二
二

点
、
雑
誌
一
九
点
。

○
青
木
文
子
氏
よ
り
「
中
村
星
湖
先
生
文
学
碑
拓
本
」

な
ど
特
殊
資
料
四
点
、
図
書
九
点
、
雑
誌
一
〇
五

点
。

○
古
田
修
吾
氏
よ
り
長
谷
川
朝
風「
新
涼
の
鈴
を
た
ま

は
る
猫
の
胸
」
短
冊
ほ
か
一
四
点
、
図
書
一
点
、
雑

誌
一
点
。

○
矢
野
澗
水
氏
よ
り
石
原
舟
月「
お
も
ひ
し
つ
む
こ
と

く
な
か
る
ゝ
冬
の
水
」
短
冊
ほ
か
二
一
点
。

○
八
巻
定
子
氏
よ
り
遠
山
壺
中「
梅
早
き
端
山
よ
り
水

ひ
か
り
け
り
」
短
冊
ほ
か
一
九
点
。

○
備
中
臣
道
氏
氏
よ
り
「
山
田
多
賀
市
雑
誌
総
目
次
」

印
刷
物
、
雑
誌
各
一
点
。

○
杉
山
豊
氏
よ
り
山
本
周
五
郎
「
季
節
の
な
い
街
」
新

聞
切
り
抜
き
帖
一
点
。

次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
を
御
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

秋
　
山
　
佐
和
子

穴
　
水
　
公
　
一

飯
　
野
　
正
　
仁

石
　
原
　
　
　
武

一
　
瀬
　
公
　
弘

伊
　
藤
　
桂
　
一

植
　
松
　
光
　
宏

宇
　
多
　
喜
代
子

大
　
野
　
と
く
よ

岡
　
田
　
日
　
郎

小
　
埜
　
裕
　
二

勝
　
又
　
　
　
浩

橘
　
田
　
活
　
子

小
　
島
　
　
　
健

小
　
林
　
是
　
綱

三
　
枝
　
昻
　
之

坂
　
本
　
富
　
江

佐
　
野
　
秀
　
延

庄
　
野
　
　
　
至

白
　
倉
　
一
　
由

関
　
口
　
安
　
義

滝
　
山
　
正
　
治

中
　
田
　
水
　
光

中
　
村
　
吾
　
郎

中
　
山
　
孝
　
平

秦
　
　
　
恒
　
平

平
　
松
　
伴
　
子

水
　
口
　
　
　
忠

光
　
本
　
恵
　
子

望
　
月
　
た
か
美

依
　
田
　
武
　
勝

こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
御
寄
贈
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

閲

覧

室

よ

り
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会
期
　
平
成
二
十
五
年
一
月
十
四
日
（
月
）
～

三
月
十
七
日
（
日
）

　
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
の
開
催
を
記

念
し
、
当
館
で
収
蔵
す
る
資
料
よ
り
、
選
り
す

ぐ
り
の
名
品
を
展
示
。

　
本
年
三
月
、
黒
澤
明
監
督
作
品
で
ス
ク
リ
プ

タ
ー
を
務
め
た
野
上
照
代
氏
よ
り
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
井
伏
�
二
関
係
資
料
の
う
ち
、
書

簡
・
写
真
な
ど
を
初
公
開
す
る
。

　
野
上
氏
は
、
敗
戦
後
間
も
な
い
一
九
四
七

（
昭
和
二
十
二
）
年
に
八
雲
書
店
の
編
集
者
と

し
て
井
伏
�
二
と
出
会
う
。
そ
の
後
、
十
七
年

ほ
ど
経
て
再
会
を
は
た
し
、
井
伏
の
晩
年
ま
で

交
友
を
持
ち
続
け
た
。
長
野
県
富
士
見
町
高
森

の
井
伏
の
別
荘
や
、
山
梨
へ
の
旅
行
に
も
同
行

し
て
い
る
。

　
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
九
月
十
二
日
消

印
の
高
森
の
別
荘
か
ら
出
さ
れ
た
井
伏
の
書

簡
に
は
、「
近
所
の
岡
部
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
キ

ツ
ネ
を
飼
ひ
は
じ
め
ま
し
た
。
十
五
日
ま
で
に

見
に
行
く
つ
も
り
で
す
。（
略
）狐
は
鶏
や
ブ
ド

ウ
が
大
好
き
だ
さ
う
で
す
。
イ
ソ
ツ
プ
物
語
に

青
い
ブ
ド
ウ
を
見
て
狐
が
棄
て
ゼ
リ
フ
を
云

つ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
イ
ソ
ツ
プ
は
狐
の
習
性

を
よ
く
知
っ
て
ゐ
た
の
で
せ
う
。」
と
、地
元
の

人
と
の
交
流
や
、
狐
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
語
っ
て
い
る
。

　
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
三
月
一
日
消

印
の
書
簡
に
は
、「
花
見
の
と
き
に
は
元
気
よ

く
出
か
け
た
い
も
の
で
す
。
や
は
り
甲
州
が
い

い
で
せ
う
。（
略
）甲
州
の
桜
は
見
た
い
も
の
で

す
。
あ
れ
だ
け
ま
と
ま
つ
た
花
は
珍
し
い
で

す
。」
と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
野
上
氏
に
宛
て
た
井
伏
の
書
簡

か
ら
は
、
二
人
の
温
か
な
交
流
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

　
展
示
は
、
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
。 

（
学
芸
課
　
中
野
和
子
）

【
主
な
展
示
資
料
】

下
村
為
山
　
�
口
一
葉
像

津
田
青
楓
「
漱
石
山
房
図
」
軸
装

芥
川
龍
之
介
「
或
阿
呆
の
一
生
」
前
書
き
原

稿中
里
介
山
「
大
菩
薩
峠 

無
明
の
巻
」
原
稿

太
宰
治
「
斜
陽
」
草
稿

深
沢
七
郎
「
�
山
節
考
」
草
稿

安
田
靫
彦
　
谷
崎
潤
一
郎
像
　
な
ど

■
展
示

○
常
設
展
示
室　

期
間
限
定
公
開
資
料

伊
藤
左
千
夫
他
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
短
冊
貼

り
交
ぜ
屏
風

　
９
月
11
日
（
火
）
～
10
月
24
日
（
水
）

鏑
木
清
方
「
大
黒
屋
の
美
登
利
」
軸
装

　
10
月
25
日
（
木
）
～
12
月
２
日
（
日
）

森
鷗
外
「
灰
燼
」
原
稿

　
12
月
４
日
（
火
）
～
１
月
30
日
（
水
）

室
生
犀
星
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
遺
文
」
原
稿

　
１
月
31
日
（
木
）
～
３
月
17
日
（
日
）

○
常
設
展
示
室
第
５
室
の
展
示
替
え

10
月
６
日
（
土
）
～
３
月
17
日
（
日
）

「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」「
漢
詩
」
の

ジ
ャ
ン
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

■
教
育
普
及
事
業

※
い
ず
れ
も
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。映
画
会
以

外
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み・お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

○
ひ
と
り
オ
ペ
ラ
「
�
口
一
葉　

恋
の
和う

た歌
」

　
11
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
開
演

　
台
本
・
作
曲
　
仙
道
作
三

○
年
間
文
学
講
座

・
講
座
１
「
源
氏
物
語
を
読
む
」

講
師
　
池
田
尚
隆
（
山
梨
大
学
人
間
科
学
部

教
授
）

９
月
13
日
（
木
）、
10
月
18
日
（
木
）、

11
月
15
日
（
木
）、
12
月
20
日
（
木
）

・
講
座
２
「
夏
目
漱
石
再
読
―
〈
近
代
的
自
我
〉

と
人
間
関
係
論
の
視
点
か
ら
―
」

講
師
　
小
菅
健
一
（
山
梨
英
和
大
学
教
授
）

９
月
８
日
（
土
）、
10
月
13
日
（
土
）

11
月
17
日
（
土
）、
12
月
22
日
（
土
）

・
講
座
３
「
山
梨
の
文
学
」

講
師
　
当
館
職
員

９
月
20
日
（
木
）「
深
沢
七
郎
の
語
り
」

11
月
１
日
（
木
）「
山
廬
を
訪
れ
た
人
々
―

飯
田
蛇
笏
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
―
」

12
月
６
日
（
木
）「
芥
川
龍
之
介
書
簡
の
魅

力
―
館
蔵
資
料
を
中
心
に
―
」

○
名
作
映
画
鑑
賞
会

９
月
16
日
（
日
）「
愛
染
か
つ
ら
」

10
月
21
日
（
日
）「
聖
職
の
碑
」

11
月
11
日
（
日
）「
雪
国
」

○
読
書
会

９
月
15
日
（
土
）
朝
田
武
史

10
月
９
日
（
日
）
井
伏
�
二

11
月
18
日
（
日
）
藤
原
正
彦

12
月
23
日
（
日
）
宮
部
み
ゆ
き

１
月
19
日
（
土
）
林
真
理
子

２
月
16
日
（
土
）
山
本
周
五
郎

３
月
17
日
（
日
）
芥
川
賞
受
賞
作

■
閲
覧
室
（
入
場
無
料
）

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

「
飯
田
蛇
笏
―
歿
後
50
年
―
」

　
９
月
29
日
（
土
）
～
11
月
25
日
（
日
）

「
や
ま
な
し
文
学
散
歩
」

　
１
月
14
日
（
月
）
～
４
月
14
日
（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

「
�
邦
生
」（
９
月
24
日
生
ま
れ
）

　
９
月
12
日
（
水
）
～
10
月
３
日
（
水
）

「
山
崎
方
代
」（
11
月
１
日
生
ま
れ
）

　
10
月
24
日
（
水
）
～
11
月
14
日
（
水
）

「
檀
一
雄
」（
２
月
３
日
生
ま
れ
）

　
１
月
23
日
（
水
）
～
２
月
13
日
（
水
）

「
芥
川
龍
之
介
」（
３
月
１
日
生
ま
れ
）

　
２
月
20
日
（
水
）
～
３
月
13
日
（
水
）

館
か
ら
の
ご
案
内

■
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
開
催
記
念

　「
文
学
館
至
宝
展
　
よ
み
が
え
る

文
豪
の
素
顔
」展
示
資
料
よ
り

長野県富士見町高森の別荘にて
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資
　
料
　
紹
　
介

　
今
年
度
新
た
に
収
蔵
し
た
芥
川
龍
之
介
資
料
の
内
、
葉

書
三
点
を
翻
刻
し
、
原
稿
等
は
概
要
を
記
す
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
資
料
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
一
月
十

四
日
か
ら
開
催
す
る「
文
学
館
至
宝
展
」に
展
示
す
る
予
定
。

今
君
の
戯
曲
を
よ
ん
だ
　
始
のstage direction

が
莫
迦

にim
pressive

な
の
で
お
そ
ろ
し
く
い
ゝ
も
の
を
書
い
た

ん
ぢ
や
あ
な
い
か
と
思
つ
て
お
そ
ろ
し
か
つ
た 

そ
れ
か
ら

よ
ん
で
ゆ
く
と
金
井
博
士
が
出
る
迄
の
間
がm

asterly

な

の
で
い
よ
〳
〵
お
そ
ろ
し
か
つ
た 

そ
の
さ
き
へ
ゆ
く
と
不

満
な
点
が
少
し
づ
ゝ
出
て
来
た
の
で
さ
う
お
そ
ろ
し
く
は

な
く
な
つ
た
が
そ
れ
で
も
よ
ん
で
し
ま
つ
て
か
ら
お
れ
の

技
巧
は
ま
だ
こ
れ
程
に
は
い
か
な
い
と
思
つ
た 

不
満
な
点

と
云
ふ
の
は
ス
ピ
ー
ド
の
早
い
な
ど
が
そ
の
一
つ
だ 

も
う

少
し
内
容
に
立
ち
入
つ
て
云
へ
ば
美
代
子
が
序
幕
で
出
て

し
ま
ふ
な
ど
が
そ
の
一
つ
だ
（
美
代
子
を
う
ち
へ
お
い
て

父
子
夫
婦
の
お
そ
ろ
し
いstruggle

を
発
展
さ
せ
た
方
が

effect

が
つ
よ
かマ

マ

く
な
り
は
し
な
い
か
）
人
間
は
藤
井
と
巴

子
と
が
一
番
よ
く
書
け
て
ゐ
る 

お
れ
の
見
る
所
に
よ
る
と

君
が
か
い
て
成
功
す
る
女
性
は
常
に
巴
子
のtype

の
や
う

な
気
が
す
る
　
い
つ
か
い
て
も
お
そ
ろ
し
くlebendig

に

生
き
て
ゐ
る
　dram

aturgie

の
上
で
は
巴
子
が
先
妻
の
衣

装
を
き
て
は
い
つ
て
来
る
所
は
今
ま
で
の
君
の
か
い
た
も

の
の
中
で
一
番
大
胆
な
行
き
方
だ
と
思
ふ
　
喜
劇
と
悲
劇

と
を
一
つ
坩
鍋
で
と
か
す
や
う
な
行
き
方
だ
と
思
ふ
　
こ

れ
が
失
敗
に
了
つ
た
か
ら
と
云
つ
て
残
念
が
る
必
要
は
な

い 

こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
君
は
も
う
天
才
で
あ
る
　
大
急
ぎ

で
之
を
出
す

〈
受
〉
本
郷
区
森
川
町
一
宮
裏
河
野
様
方

　
　
久
米
正
雄
様

〈
発
〉Rieunoçequé.

〈
翻
刻
者
註
〉「
王
⃞子
５
．
１
．
５
」
の
消
印
。
一
銭
五
厘

の
官
製
葉
書
に
黒
イ
ン
ク
使
用
。

　
芥
川
と
久
米
正
雄
（
一
八
九
一
〜
一
九
五
二
）
は
、
一

九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
に
第
一
高
等
学
校
一
部
乙
類

に
入
学
。
以
来
、
生
涯
を
つ
う
じ
て
親
交
を
結
ん
だ
。

　
一
九
一
六
年
当
時
、
二
人
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
英
吉
利
文
学
科
三
年
生
。
芥
川
は
前
年
の
十
一
月
、「
帝

国
文
学
」
第
二
十
一
巻
第
十
一
に
「
羅
生
門
」
を
発
表
。

久
米
は
、
一
九
一
四
年
三
月
、
第
三
次
「
新
思
潮
」
第
一

巻
第
二
号
に
発
表
し
た
「
牛
乳
屋
の
兄
弟
（
三
幕
物
）」
が

同
年
九
月
に
有
楽
座
で
上
演
さ
れ
、
劇
作
家
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
た
。

　
芥
川
が
評
し
た
久
米
の
戯
曲
は
、「
帝
国
文
学
」
第
二
十

二
巻
第
一
（
一
九
一
六
年
一
月
）
掲
載
の
「
金
井
博
士
と

其
子
（
三
幕
家
庭
劇
）」
の
こ
と
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
沙
翁
論
を
よ
ん
だ
　
ほ
ん
と
だ
と
思
ふ
点

を
か
く
と

⑴
多
く
の
場
合
（
少
く
と
も
リ
ア
の
場
合
）
沙
翁
の
作
が

原
作
ほ
ど
自
然
で
な
い
と
云
ふ
事

⑵
沙
翁
の
思
想
が
庸
俗
な
事
　
従
つ
て
沙
翁
の
流
行
を
　

俗
衆
の
思
想
と
沙
翁
の
思
想
と
の
一
対
で
解
釈
す
る
の
の

適
当
な
事

⑶
性
格
描
写
に
欠
陥
の
あ
る
事
（
こ
れ
は
⑴
と
あ
る
点
で

重
復
す
る
が
）

ト
ル
ス
ト
イ
の
沙
翁
論
に
は
そ
の
代
り
偏
見
も
あ
る
遍マ

マ

見

で
な
い
迄
も
ト
ル
ス
ト
イ
自
身
の
趣
味
な
り
思
想
な
り
が

論
理
を
強
く
色
づ
け
す
ぎ
た
所
が
あ
る

⑴
ト
ル
ス
ト
イ
の
レ
ア
リ
ズ
ム
は
沙
翁
の
章
句
の
詩
的
効

果
を
無
視
し
て
ゐ
る
（
英
国
人
な
ど
に
は
こ
の
効
果
が
ば

か
に
つ
よ
く
来
る
の
だ
と
思
ふ
）

⑵
ト
ル
ス
ト
イ
は
沙
翁
が
感
情
の
錯
綜
し
た
場
面
の
表
現

に
或
妙
を
得
て
ゐ
る
の
を
ゆ
る
し
て
ゐ
る 

こ
れ
は
沙
翁
を

天
下
無
類
空
前
絶
後
の
大
芸
術
家
に
す
る
資
格
で
な
い
に

せ
よ
　
芸
術
家
た
る
資
格
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か

⑶
ト
ル
ス
ト
イ
は
沙
翁
の
劇
が
要
求
す
る
或
約
束
を
守
ら

ず
に
沙
翁
を
見
て
ゐ
る
ツ
ル
ゲ
ネ
フ
や
フ
ェ
ト
と
ト
ル
ス

ト
イ
の
違
は
章
句
に
対
す
る
直
観
よ
り
も
こ
の
約
束
を
み

と
め
る
と
み
と
め
な
い
の
差
だ
と
思
ふ

〈
受
〉
本
郷
区
森
川
町
一
宮
裏
河
野
様
方

久
米
正
雄
様

〈
発
〉
田
端
　
芥
川
龍
之
介

〈
翻
刻
者
註
〉「
王
⃞子
５
．
５
．
１
」
の
消
印
。
一
銭
五
厘

の
官
製
葉
書
に
黒
イ
ン
ク
使
用
。

　
芥
川
は
、「
帝
国
文
学
」
第
二
十
二
巻
第
五
号
（
一
九
一

六
年
五
月
）
掲
載
の
藤
東
田
訳
「
杜
翁
の
沙
翁
論
」
を
読

ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
久
米
は
、
一
九
一
六
年
四
月
に
新
潮

社
か
ら
『
沙
翁
名
作
選
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
七
月
の
卒

業
に
際
し
て
提
出
し
た
論
文
は
「
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
戯
曲
術
」

だ
っ
た
。

お
く
め
龍
之
介
道
行
相
合
傘

唯
今
一
の
宮
に
居
り
ま
す
　
わ
れ
な
が
ら
不
相
変
盛
で
す

　
龍

此
処
へ
来
て
相
変
ら
ず
盛
ん
な
芥
川
の
駄
弁
を
拝
聴
し
て

居
り
ま
す
　
此
画
に
よ
る
と
芥
川
が
大
変
青
い
や
う
で
す

が
彼
も
亦
真
っ
黒
に
日
に
や
け
て
る
ん
で
す
。
僕
の
漆
黒

に
な
っ
て
く
る
の
ハ
云
ふ
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
受
〉
東
京
市
日
本
橋
区
橘
町
二
丁
目

野
口
真
造
様

〈
発
〉
一
の
宮
に
て
　
芥
川
生

芥
川
龍
之
介
　
久
米
正
雄
宛
葉
書

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
五
日
消
印

芥
川
龍
之
介
　
久
米
正
雄
宛
葉
書

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
一
日
消
印

芥
川
龍
之
介・久
米
正
雄
　
野
口
真
造
宛
葉
書

一
九
一
六（
大
正
五
）年（
推
定
）八
月
三
十
日
消
印
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〈
翻
刻
者
註
〉
一
銭
五
厘
の
官
製
葉
書
に
表
書
き
は
墨
筆
、

裏
書
き
は
黒
イ
ン
ク
、
青
イ
ン
ク
、
着
彩
、
墨
筆
。「
⃞
⃞
・

一
宮
□
．
８
．
30
」
の
消
印
。
相
合
傘
に
お
さ
ま
る
芥
川

と
久
米
が
描
か
れ
、
傘
に
は
「
し
ん
し
て
う
」（
新
思
潮
）

の
文
字
が
見
え
る
。
芥
川
の
顔
（
向
か
っ
て
右
）
は
青
緑
、

久
米
の
顔（
向
か
っ
て
左
）は
臙
脂
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

　
芥
川
と
久
米
は
、
同
年
二
月
、
第
一
高
等
学
校
の
同
級

生
だ
っ
た
菊
池
寛
、
成
瀬
正
一
、
松
岡
譲
と
第
四
次
「
新

思
潮
」
を
創
刊
。
七
月
に
は
大
学
を
卒
業
し
、
八
月
十
七

日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
現
在
の
千
葉
県
長
生
郡
一
宮
町

の
一
宮
館
に
滞
在
し
た
。
九
月
一
日
発
行
の
「
新
思
潮
」

第
一
年
第
七
号
の
「
校
正
後
に
」
に
は
、「
十
七
日
か
ら
芥

川
と
二
人
で
一
の
宮
へ
来
て
ゐ
る
。
天
候
が
嶮
悪
で
な
い

限
り
は
毎
日
海
へ
入
る
。
砂
に
転
ぶ
。
日
に
焦
げ
て
真
黒

に
な
る
。
夜
は
よ
く
寝
る
。
序
で
に
よ
く
仕
事
が
出
来
る

と
云
ひ
た
い
が
、
そ
れ
だ
け
は
除
外
例
だ
。（
久
米
）」
と

あ
る
。
二
人
は
一
宮
か
ら
、
夏
目
漱
石
を
は
じ
め
、
友
人
、

知
人
ら
に
近
況
を
知
ら
せ
る
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

　
野
口
真
造
（
一
八
九
二
～
一
九
七
五
）
は
日
本
橋
橘
町

の
呉
服
商
「
大だ

い
ひ
こ彦
」
の
創
業
者
野
口
彦
兵
衛
の
次
男
で
、

芥
川
と
江
東
尋
常
小
学
校
の
同
級
生
。
芥
川
の
随
筆
「
学

校
友
だ
ち
」（「
中
央
公
論
」
一
九
二
五
年
二
月
）
に
「
小

学
時
代
に
僕
と
冒
険
小
説
を
作
る
。
僕
よ
り
も
う
ま
か
り

し
か
も
知
れ
ず
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
真
造
の
兄
・
野

口
功
造
は
、
芥
川
の
『
影
燈
籠
』（
一
九
二
〇
年
一
月
　
春

陽
堂
）
の
装
幀
を
手
が
け
た
。
妹
・
野
口
綾
子
は
、
後
に

芥
川
夫
妻
が
立
会
人
と
な
り
、
芥
川
の
友
人
・
岡
栄
一
郎

と
結
婚
し
た
が
、
翌
年
に
離
婚
し
て
い
る
。

〈
註
〉
芥
川
編
集
の
『
近
代
日
本
文
藝
読
本
』
全
五
集
（
一

九
二
五
年
十
一
月 

興
文
社
）
に
関
連
す
る
資
料
を
受
け
入

れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。

一
、『
近
代
日
本
文
藝
読
本
』
縁
起
・
序
・
凡
例
原
稿

二
、『
近
代
日
本
文
藝
読
本
』
装
幀
に
関
す
る
メ
モ
（
写
真
）

三
、
芥
川
龍
之
介
　
興
文
社
石
川
寅
吉
宛
封
筒

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
五
月
二
十
四
日
付

四
、
広
告
文
草
稿

　
一
は
松
屋
製
青
罫
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
十
三
枚
に
黒

イ
ン
ク
で
書
か
れ
て
い
る
。
所
々
に
使
わ
れ
て
い
る
赤
イ

ン
ク
と
鉛
筆
は
芥
川
以
外
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

原
稿
と
活
字
の
間
に
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
縁
起
・
序
・

凡
例
は
各
集
共
通
で
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
。
二
も
芥
川
が

書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、「
本
文
藝
読
本
のマ

マ

言
ふ
字
を
な
る

べ
く
大
き
く（
字
間
は
少
し
ア
イ
テ
モ
ヨ
シ
）せ
ら
れ
た
し
。

背
中
は
左
の
通
り
丁
度
ま
ん
中
へ
線
に
て
囲
ひ
」「
鏡
花
全

集
の
見
本
の
表
紙
の
薄
紫
を
用
ひ
た
し
。
紙
質
は
あ
ん
な

に
厚
く
な
く
と
も
結
構
に
御
坐
候
。
光
沢
は
あ
の
位
欲
し

い
も
の
に
御
坐
候
。
字
は
黒
。」
な
ど
、
文
字
や
表
紙
へ
の

注
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
は
、
墨
筆
で
書
か
れ
、
表
書

が「
日
本
橋
区
馬
喰
町
二
ノ
一
　
興
文
社
内
　
石
川
虎マ

マ

様
」、

裏
書
が
「
市
内
田
端
四
三
五
　
芥
川
龍
之
介
　
五
月
二
十

四
日
」と
あ
る
。
消
印
は「
日
暮
里
・
渡
辺
町
14
．
５
．
24
」。

速
達
印
が
押
さ
れ
、
三
銭
切
手
三
枚
貼
付
。
四
は
、
芥
川

の
筆
と
は
思
わ
れ
ず
、「
小
学
児
童
の
読
物
が
現
代
の
代
表

的
作
家
の
芸
術
的
良
心
と
道
徳
的
信
念
と
で
、
編
輯
さ
れ

た
の
は
、
本
書
が
初
て
ヾ
あ
り
ま
す
」
の
一
文
で
始
ま
る
。

菊
池
寛
と
芥
川
共
編
の
『
小
学
生
全
集
』
全
八
十
八
巻
（
一

九
二
七
～
一
九
二
九
年
　
興
文
社
・
文
藝
春
秋
社
）
の
広

告
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

（
学
芸
課
　
保
坂
雅
子
）

『
近
代
日
本
文
藝
読
本
』  

縁
起
・
序
・
凡
例
原
稿
ほ
か

芥川龍之介・久米正雄　野口真造宛葉書
1916（大正５）年（推定）８月30日消印
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■開館時間
○展示室　9：00～17：00（入室は16：30まで）
○閲覧室・研究室　9：00～19：00
　（土・日・祝日は18：00まで）
○講　堂・研修室　9：00～21：00
○茶　室　9：00～21：00
　（準備・片付けの時間も含みます）
■休館日（９月～３月）
９月３・10・18・24日／10月１・９・15・22日
11月19・26日／12月３・10～17・28～31日
１月１・７・15・21・28日／２月４・12・18・25日
３月４・11・18・25日
○12月10日（月）～17日（月）は、くん蒸のため休館しま

す。また、年末年始は12月28日（金）～１月１日（火）
まで休館します。

○常設展示室第５室休室
　９月10日（月）～10月５日（金）、11月27日（火）
■展示室観覧料

※65歳以上の方（企画展は県内在住者のみ）、障害者及び
介護者、並びに土曜日の小・中・高・特別支援学校生の
観覧料は無料です。

※県内の宿泊施設へ宿泊または宿泊予約された方で、宿泊
当日または翌日に観覧される場合、個人でも団体料金で
ご観覧いただけます。宿泊（予定）を証明するもの（領
収書・予約クーポン等）を受付へ提示してください。

■アクセス
中央自動車道甲府昭和ＩＣから

料金所を昇仙峡・湯村方面へ出て、200m先左折、徳行
立体南交差点左折、アルプス通りを約２㎞直進、貢川交
番前交差点左折、国道52号を韮崎方面約１㎞左側。
JR中央本線甲府駅から

南口、６番バス乗り場から「貢川団地」、「芦安」、「社会
福祉村」、「大草経由韮崎駅」、「竜王駅経由敷島営業所」、

「県立美術館経由中村循環」行のいずれかで「県立文学
館東」または「山梨県立美術館」下車。

６・14（木） 年間文学講座Ⅲ「飯田龍太―俳句と季節―」
 講師　井上康明（当館職員）
６・21（木） 年間文学講座Ⅰ「源氏物語の恋」
 講師　池田尚隆（山梨大学教授）
６・23（土） 第２回読書会
６・24（日） 名作映画鑑賞会「泥の河」
７・１（日） 文学創作教室・講演会「私の小さな本棚」

講師　佐伯一麦（作家）
７・４（水） 閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹

介「飯田龍太」（～７・25）
７・６（金） 山梨文学散歩事業説明会
７・７（土） 年間文学講座Ⅱ「「それから」―高等遊民の

理想と現実の相克―」
 講師　小菅健一（山梨英和大学教授）
７・10（火） 学芸員実習開始（～７・15）
７・12（木） 年間文学講座Ⅲ「富士北麓と文学」
 講師　小石川正文（当館職員）
７・14（土） 県立文化施設夏休み促進イベント（於　イ

オン甲府昭和店）
７・16（月） 夏休み自由研究プロジェクト合同プレゼン

（於　アイメッセ）
７・19（木） 年間文学講座Ⅰ「光源氏物語の始発」
７・21（土） 特設展「フランダースの犬～愛と友情の物

語～」開始（～８・26）
 第３回読書会

 閲覧室資料紹介「みんなで読もう世界の名
作」（～ 8・26）

７・22（日） 名作映画鑑賞会・アニメ「宗谷物語―南極
への挑戦―」

 呈茶（素心菴）
８・ 1（水） インターンシップ・職場体験（～８・３）
８・ 3（金） 子どもワークシッョプ「消しゴムはんこで

犬のポストカードをつくろう」講師　高橋
裕子（青少年PFCアドバイザー）

８・４（土） 夏の常設展　期間限定公開資料・後期　芥
川龍之介「河童」草稿（～９・９）

８・８（水） 子どもワークショップ「体験！歌舞伎ワー
クショップ」講師　市川喜昇（歌舞伎俳優）

 インターンシップ・職場体験（～８・10）
８・11（土） 年間文学講座Ⅱ「「門」―生きている過去と

死んだ現在―」
８・17（金） 子どもワークショップ「体験！狂言講座」
 講師　高野和憲（狂言師）
 職場体験
８・19（日） 名作映画鑑賞会・児童劇映画「少年の日の

思い出」
８・23（木） 年間文学講座Ⅰ「光源氏の元服・結婚」
８・26（日） 第４回読書会
９・８（土） 年間文学講座Ⅱ「「彼岸過迄」―人間・男女

関係の〈悲喜劇〉―」
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館　の　日　誌

利用のご案内

山県神社
北交差点

常　　設　　展
個　人 団体

（20人以上）
美術館との
共　通　券

一 般 310円 250円 650円
高校・大学生 210円 160円 320円
小 ・ 中 学 生 100円 80円 160円




